
令和 6 年度 
議事録 第５回 CS（学校運営協議会） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：令和 7 年 1 月 15 日（水） 14:40～16:00 

参加者：津波古 充仁、西銘 宜正、上原 良三、仲本 多美子、玉城 吉江、普天間 邦光、

上原 幸治、奥間 健太、校長、教頭、市教委（中上 郁夫参事、仲宗根 みゆき、

佐久間 良太） 

 

【会順】 

１ 学校長挨拶 

２ 熟議 

(1) 第２回学校評価について 

 ①児童の評価について 

  ・学校：児童自身の学習能力の定着や教師の「わかる授業」への評価が高いとともに、

教師の日頃からの児童への関わりを高く評価している。 

  ・学校：授業以外での自ら学ぶ意欲が低いことが伺え、次年度も「自立した学習者」の

育成に向けて取り組む必要がある。 

  ・学校：児童自身の「規則的な生活リズム」に関し、評価が低くなっている。学校から

の各種便り・PTA 役員会等を通して、注意喚起を行っていく。 

  ・学校：「集団登校」で登校している児童は少ない。 

・学校：「学校の先生以外との授業をしている」ことに関し評価が低い。「南城市地域学

校協働本部事業」や PTA 役員等と連携しながら各活動に取り組んでいく。 

   

 ②保護者の評価について 

  ・学校：本校の教育環境や体験活動、学校行事等の工夫に努めていることを評価してい

ただいている。 

  ・学校：学力向上に向けた取り組みは評価していただいているが、子どもたちの家庭で

の学習意欲では評価が低くなっている。「自立した学習者」の育成に向けて、

家庭と連携する必要ある。 

  ・学校：「いじめ防止や早期解決に取り組んでいる」点は評価していただいているが、

２３％の保護者が「学校に相談しにくい」と感じている。これからも児童１人

１人、また、保護者へも寄り添って連携していかなければならない。 

・学校：自由記述の意見として以下の点があった。 

      ①担任が急に辞めたこと 

      →「本人の自己都合で辞めたこと」が理由なので、その点しか申し上げられ

ないこと、また、その後全職員体制で当該学級を支援していること、さら

に、臨任職員がついたことで、９月から担任として配置されている職員が

担任を継続することをお伝えしている。 

      

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②運動会の持ち方について 

       →「弁当無し」や「半日」を希望する意見があった。次年度の持ち方につい

ては、学校運営協議会や PTA 役員会等で熟考しながら改めて判断させて

いただく旨を伝える予定。 

       →職員からは、「天候が悪く当日の準備に時間を要していたが、多くの保護

者の皆様が朝早くからグラウンド整備やテント設営等に駆けつけてくだ

さり、とても有難かった。」という声が多かった。 

 (2) R7 教育課程編成について② 

  学校より   

   ・集団登校を各支部へ移行するので、「字児童会」を R6 の年３回から７月のみの年１

回にする。その時に夏休みのラジオ体操等について話し合う。ただし、４月の１年生

を迎える会のレクで各支部での顔合わせを行う。 

   ・運動会は土曜日に開催予定。今年度実施した学校の様子も聞くと土曜日開催でもでき

そうであう。 

   ・登校時間について現在は校舎内の受け入れを７時４０分としているが、次年度は７時

５０分にしていく。働き方改革もそうだが、近隣校では現在８時受け入れや７時５０

分受け入れと移行している。家庭への準備期間も考慮し、２月上旬には公文を出して

いく。 

  ・次年度の授業参観について（大きな変更点） 

    ①４月は家庭訪問ではなく、保護者に来校していただき「顔合わせ会」とする。 

    ②６月に学級保護者会をもつ。 

    ③９月は旧盆と重なるため、授業参観は無し 

    ④１０月の大北まつりと同日開催の授業参観とする。曜日は PTA 役員と相談する。 

    ⑤１２月は学級保護者会ではなく、希望者のみの個人面談とする。 

  委員：外部講師を招いての授業の計画は？ 

  学校：各学年が計画している。授業参観ではなく、平時の授業の中に取り入れている。 

  委員：薬物防止関係の授業を取り入れてほしい。 

  学校：夏休み前に警察署の協力を頂いて取り入れていることがあるが、今年度は担任が行

った。次年度の募集が来たら日程調整し、申し込む。 

  学校：ほかの授業では「南城市地域学校協働本部事業」さんからも協力をいただきながら、

外部講師を招いて行っている。 

  委員：避難訓練で警察や消防関係との連携は？ 

  学校：昨日の避難訓練でも消防署の協力をいただいた。また、薬物とは違うが PTA の協

力もあり、２月中旬に性教育の講話も予定されている。 

  委員：薬物乱用防止の授業は高学年でも取り入れた方がいい。それ用のカリキュラムはで

きているから。親より子どもの方が早い。学校だけでは指導は難しい点もある。 

  学校：新年度の募集要項を確認し、申し込んでいきます。 

   



 

 

 

  委員：モジュール学習の計画について教えてほしい。 

学校：各学年でどの教科のどの単元で取り入れられるか、今年度中に案を作成する。 

委員：今年も全学年が取り組んだ「人権教室」を、来年も実施してほしい。 

学校：今年度、市から「人権の花運動」も任されている。次年度も取り組んでいく。 

 

その他 

①学校：「集団登校」に関して各支部長にも支部での今後の取り組みを聞いたところ、１つ

の支部のみ「継続」。残りは「廃止または今年まで継続」となった。今後は「学校

推奨」ではなく「各支部での取り組み」へ移行していく。 

②学校：「ゆずるくん（人口センサー信号機）」の設置について業者に来校してもらったが、

設置料を聞くと、高額で学校だけでは難しい。 

 委員：信号機設置の進捗状況は？ 

 学校：南城市の方に問い合わせたが、現状難しいとの事だった。（滞留場所の確保ができ

ない） 

 委員：道路構造上できないのなら、できるように変えていかないといけない。 

 委員：「交通安全母の会」とも一緒に話しているが、一度は警察署とも話し合うべきでは

ないか。命あっての教育だから。 

 委員：行政が頑張らないとできないこと 

  委員：この問題が議会で取り上げられたことはあるか。 

  参事：それはある。相談するとのこと。課題点は「待機場所」 

  委員：行政相談や署名等、出来ることをやっていくべき 

 ③委員：「学校に相談しにくい」とあったが、保護者と担任が向き合う時間も必要であろう。 

 

   

 


